
5/28第３回検討委員会 グループ協議まとめ 

テーマ 「出雲崎町の宝（よさや特色）を活かした教育活動を学校と地域が一体と

なり充実させていくには」  

→ 各グループ共通の視点「学校を学校だけのものにせず、いかに地域と融合させるか」 

◼ 視点①：最適な学校の施設・設備（ハード面） 

３グループ共通の「目指す方向性」：地域に開かれた「複合型施設」としての学校づくり  

共通キーワ

ード 
共通する内容・方向性 各グループの個別アイデア・具体策 

地域開放と公

民館的ハブ

化 

住民が日常的に利用で

き、町民がつながり合える

複合的な施設設計を目指

す。  

A: 良寛記念館との連携、歴史・文化を学

ぶ『伝統館』、ほなみが丘の梅林化  

B: 現中学校を利用した小中同棟化、児

童クラブ施設の建設、町機能のエリア集

約 

C: 公民館機能との複合施設化、エアコン

完備の体育館  

学校図書館

のコミュニティ

化 

単なる学校の図書室では

なく、明るく、幅広い交流が

生まれるスペースの確保  

A: 幅広い年齢層に応じた書籍、交流スペ

ースを有する地域のハブとしての図書館 

B: 他との交流可能なリモート環境の整備  

C: 多くの人が気軽に利用できる「明るい

図書館」  

「食文化」を

育む給食機

能 

給食室・給食センターを、

出雲崎の食文化のシンボ

ルや交流の核として位置

づける。 

A: 食の文化を考えた「給食室」の設計  

B: 将来を見据えた「中学校への給食セン

ター建設」  

C: 見える給食室、みんなで食べるランチ

ルーム  

◼ ハード面の課題・慎重論 

• 維持管理の壁: 歴史資産や新施設の継続・維持に対する懸念  

• 運用の工夫: 運動会や文化祭などの行事を見据え、施設・設備をあえて別々にする視点

も必要   

• 安全・環境面: 災害時に安心して過ごせる場所（エアコン、ネットワーク環境）の確保 、特

色ある自然環境（田・畑）へのアクセス重視  



◼ 視点②：住民が学校を支援する体制（ソフト面） 

３グループ共通の「目指す方向性」：多世代が交流する「全員が先生」の協働体制づくり  

 

共通キーワ

ード 
共通する内容・方向性 各グループの個別アイデア・具体策 

多世代協働

の「地域の先

生」 

保護者だけでなく、祖父母や町

民など、地域の多様な人材が

授業や行事に関わる仕組み  

A: 漁師への直接取材、住民が給食

づくりに参加、地域クラブの指導者  

B: 親・祖父母も含めた教育スキー

ム、習字の充実、得意を伸ばす「博士

ちゃん」育成  

C:気負わずに、気軽にいつでも行け

る雰囲気と体制づくり 

持続可能な

支援体制の

構築 

コーディネーターの配置、ボラ

ンティア自身が「やりがい・生き

がい」をもてる組織づくり 

A: コーディネーター・ボランティア養

成の研修、交通費等の支給 

B: 放課後・児童クラブの充実、教員

補助員の町費配置継続  

C: 学校支援コーディネーターによる

伝統文化の継承  

◼ ソフト面の課題・慎重論 

• 支援の限界: 現状以上のボランティア支援を期待するのは無理があるのではという懸念

（行政主導の必要性） 。  

• 小規模校の対策: 複式学級への補助員配置 や、近隣地域の小中学校（和島・西山・刈

羽など）との姉妹校連携・合同集団活動の必要性 

 


